
巻頭8の解説

「歴史的な見方・考え方」を働かせる工夫

➡巻頭8

資料の工夫

本文の工夫

⬆p.138

⬆p.159

ポイント

「学習を振り返ろう」ページに、単元の学習を振り返る際に働かせる「歴史的な見方・考え方」を、
また「タイムトラベル」「世界とのつながりを考えよう」「アクティブ歴史」ページには、課題に取り組む中
で働かせる「歴史的な見方・考え方」をアイコンで示しています。（全28か所）

見方・考え方アイコン NEW

「歴史的な見方・考え方」*を働かせた考察ができるよう、資料や本文を工夫しています。
教科書の巻頭8では、「歴史的な見方・考え方」とは何か、具体的な事例を示しながら
端的にわかりやすく説明しています。
＊「歴史的な見方・考え方」とは「時期や年代」「推移」「比較」「相互の関連」の4つを指します。
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「歴史的な見方・考え方」を働かせて考察できる「地図帳活用」アイコンや「技能をみがく」を
設置しています。「歴史的な見方・考え方」を働かせる工夫

⬅p.157

⬅p.11

年表のつくり方・ 
地図のつくり方
学習の内容を年表や地図でま
とめる技能を身に付けられる
ようにしています。各時代の
学習に入る前の第１章第２節
「歴史の調べ方・まとめ方・発
表のしかた」に設置しています。

教科書ｐ.69で学習する「源平の争乱」において、おもな合戦地となった場所や「源義経の進路」を、
地図帳を活用することで地名や地形とともに確認できます。

「技能をみがく」 掲載ページ一覧（全14テーマ）
ページ タイトル
p.7 年代や時代を結びつける

p.8 情報の集め方

p.10 野外・聞き取り調査のしかた

p.11 年表のつくり方・地図のつくり方

p.13 レポートのまとめ方、発表のしかた

p.35 複数の資料をもとに類推する

p.39 系図の見方

p.40 しくみ図の見方

p.56 絵巻物の見方

p.77 理由を考えながら資料を読み取る

p.157 資料をもとに、当時の人々の考え方を理解する

p.205 当時の立場になって選択し、判断する

p.249 歴史的な背景を踏まえて、問題の解決を考える

p.267 情報の意図を読み解く

⬆p.69

➡地図帳p.93-94

「地図帳活用」 掲載ページ一覧（全28か所）
ページ タイトル
p.18 3世界各地の文明と栽培植物の伝わった方向
p.25 5宗教の誕生と広まり
p.31 7日本各地に広がる縄文・弥生時代の交易
p.33 7５世紀の東アジア
p.39 6６世紀末～７世紀初めの東アジア
p.41 4７世紀の東アジア
p.69 6源平の争乱
p.87 514～15世紀の東アジア
p.94 2主な一揆
p.96 3応仁の乱による京都の被害
p.100 ⓬文化が栄えた主な都市
p.129 4四つの窓口と朝鮮通信使のたどった道
p.138 4利根川の流路の変遷
p.139 8各地の主な特産物

ページ タイトル
p.140 3江戸時代の交通
p.145 4『おくのほそ道』で芭蕉が旅した道とよんだ句
p.170 2アメリカ合衆国の領土の拡大
p.177 4北方の調査
p.187 3廃藩置県
p.195 4明治初期の日本の国境と外交
p.197 5北海道の地名の由来
p.215 6八幡製鉄所の位置
p.229 6第一次世界大戦中のヨーロッパ
p.260 4満蒙開拓団の分布と都道府県別満州移民
p.264 1アジアと太平洋での戦争
p.282 1第二次世界大戦後の世界
p.285 4日本の戦後の国境
p.299 5主な紛争・テロと地域統合

中学生の歴史p.69「源平の争乱」を例に

NEW

ポイント ポイント

「歴史的な見方・考え方」を働かせる上で必要な基礎的・基本的な「技能」を習得できるよう、
「技能をみがく」を全14テーマ設置しています。

日々の学習で地図帳をより活用できるよう、「地図帳活用」アイコンを全28か所設置し、活用を促して
います。地理的背景を踏まえて歴史学習をより深められるようにしています。

技能をみがく 地図帳活用 NEW

NEW

資料をもとに、当時の人々の
考え方を理解する
歴史的な事象を考察する際に、現在の視
点だけでなく、当時の人々の視点に立っ
て考える技能が身に付けられるようにし
ています。当時の政治や特色を踏まえて
自らの考えを表現する、第４章「アクティ
ブ歴史　赤穂事件を考察する」（p.156-
157）に設置しています。
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